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3.  YAYSAMANENA  (2)  W興詩 
CI 紬 P TA  KUNE, 烏 になりたい， 
RERA@ TA@ KUNE 風 になりたい 
平賀 サダ 1956 年 2 月 5 日録音 
yaysama-ne-na   ヤ イサマネ ナ 
yaysama-ne-na 2 マ イサマネ ナ 
yaysama-ne-na 3 ヤ イサマネ ナ 
clkap  Ⅰ ak Ⅱ ne, 4 鳥 になりたいなあ ， 
rera@ ta@ kune  5 風 になりたいなあ   
taPan  Ⅰ e  Wanol) 6 ここから 
kukihopuni,2' 7 飛んで行き ， 
kukor kotaan  nn 鋤 8 わたしの 村へ 
kuarpa@rusuy ， 41 9 行きたい  
tananto@ otta5' 10 き ょっ ， 
kukor@hekattar Ⅰ 1 わたしの子供たちは 
      
り 口語では tapan くこのかはつけず ， te wano だけでくここからかの 意に用いる  
2) hopuni く 飛ぶ ). このⅠ人称単数形は kuhopuni だが， ki Q する》が加わっている   
単に音節数を 合わせるためだけではなく ， 強調が加わるらしい   
3) kukor kotan く わたしの村 ， 牡 ・わたしが所有する 村》は，ふつうは 村長の言う 言い 
方であ り， く わたしの故郷》の 意味では kuknlanu と言うところ   
の kli- は南部方言の口語では a,e,o,U の前では U がおちて， kU-a 「 paく わたしが行く》 
は karpa となるが，韻文では 音節数の関係で k- とならずに ku- のまま出ることも 多 
い ． 17 行目も同様  
5)  tananto otta は，口語では tantn& きょう》． olta は形態音素表記 @ こ よれば or la で 
あ る  
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nekon@yaynu@kor1' 12 どう用 、 い 
nekon@ iki@kor 13 ど う 過ごして 
oka@nankora?2' Ⅰ 4 いるかしら ? 
kukor@hekattar 15 わたしの子供たち 
[u]kesto@an@kor 16 毎日毎日 
kuesikarun 17 恋しい 
kunukan@rusuy ， 31 18 全 いたり  
hoy@ya@hoy Ⅰ 9 ホイヤーホイ 
ⅠⅡ コ Ⅰ anenekusu 卸 20 いまは 
hoy@ya@hoy 2 Ⅰ ホイヤーホイ 
yaysama-ne-na 22 ヤ イサマネ 、ナ 
nekon@kuye@yakka5' 23 なんと言っても 
tapan  uske  Ⅰ a 24 この場所に 
kuan@ma@ ne@kor6' 25 いる以上 
kukor@ hekattar 26 わたしの子供たちに 
kunukan@rusuy 27 会いたくは 
anak@ki@ korka 28 あ るけれど 
rera@he@kune, 29 わたしは風でもなければ 
Ckap@he@kune ， 7' 30 鳥 でもない      
]) n る k0n くどのように》は ，東部，中部，北部の 方言で， 砂 流方言ではふつうは mak 
あ るいは makanak  を用いる． 
2@  nanko,a  は，形態音素表記によれ ば nankor  ya  であ る  
3) kunukanrusuy け 前行の kuesikarun の パ ラフレーズ・ kunukan rusuy は，形態 昔 
素 表記によれ ば ， kunukar ruSuy であ る・ 27 行目も同様・ 
り 直訳すると《今であ るから》・ 
5) kuye ya までしか発音されていないが ，歌い手の サダモ さんにきくと ， ku yeyakka 
だとのことであ る． 
6) kuan ma は，形態音素表記によれば ， kuan wa であ る・ 
7) この 2 行を直訳するとく 風 ・ か Ⅱわたし @ ま ) であ る， 鳥 ・ か Ⅱわたしは ) であ る 朔 
つまり， くわたしは風なものか ， 鳥 なものか》という 反語表現であ る  
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kuarpa@rusuy   31 そ 〒きたい  
hore@hoy 32 ホ ンホイ 
sama-ne-na 33 サ マネ ナ 
yaysama-ne-na 34 ヤ イサマ 不ナ 
yaysama-ne-na 35 ヤ イサマネ 、 ナ 
hoy@ya@hoy 36 ホイヤーホイ 
hay@hay@hay 37 ハ イ ハ イ ハ イ 
Wateke:@ a@ wenko@ wenko ヮテケ : ア ，すばらしい ，すばらし 
hetap11' い， よいやさ ! 
( 巻末に楽譜があ る． p.107 歩 昭) 
cikap ta kune/rera ta kuneQ私が 鳥 だつたらなあ ，風だったらなあ 》とい 
う句は ， いろいろな恋歌によく 出てくるテーマであ る． この歌では，働きに 出 
ている母親が 故郷に残して 来た子どもたちを 思って歌う歌になっているが ， サ 
ダモ さん自身には 当時そういう 娘はいなかつたのだから ，事実どおりの 即興詩 
ではない． 
実は， この歌には「もとうた」があ った・ 沙 沈地方の人々に 古くから好まれ 
て広く歌われていた 歌で ， 同じ yaysamanena でも「即興詩」と v へうより「民 
謡」に近い・ 若者が愛する 娘を思って， 平 取から浦河まで ，道産子とよばれる 
小さい馬に乗って 行きながら歌ったものだと ，サダ モ さんたちは言う・ 調子が 
よく，ポンポンと 跳ねるような 軽 ，夫なメロディーは ，馬の パカパカと 走るのに 
合わせたものであ ろう・ もともとは kukor ponmenoko く わたしの ( 若い なぬ 》 
と 言ったのだと 言うが，サダ モ さんは， ponkatkemat くおじょうさん》に 聞か 
せるのにこれでは 具合が悪いと 言って，これを kukorhekattar く わたしの子供 
たち 川 11,15,26 行 日 ) と 言いかえて歌っている・ 即興詩の形をとった ，民謡の 
替え歌，といったところであ る・こういうものも 含めて yaysama, yaysaman 巴 
  ）llll ヮテケ - 聴き手の さんが賞賛のこと は でしめくくっている 
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na という． 
この歌を採譜 し ，解説したものが 引 LT NEWS51 .52 号』 ( 早稲田大学 語 
学教育研究所 ) に載っているので ， ご 参照いただきたい・ 
@ 制 
大公刊のアイヌ 語音声資料中の 貝沢 チキシ さんが歌っている 2 篇 yaysama 
も ，この歌と同じく ， "cikap takune ‥・ tapan te wano kukihopu ㎡‥《鳥 
になりたいなあ ‥・ここから 飛んで行き‥ 力 " というきまり 文句が入った 歌 
であ る・ただしひとつは 女が恋人を慕う 歌 として，もうひとつは ，この歌と同じ 
く孫や子を思う 歌 として歌っている・ 姉の ワテケ さんが歌っているテープが ， 
門別町教育委員会に 保存きれている℡砂流アイヌの 歌謡』 No.1(1-1), N0.75 
(9-1)]. なお，金田一京助 ア アイヌ叙事詩ユーカラの 研究 コ ( 東洋文庫 1931 
年 ) にも，このきまり 文句が入った 歌の筆録 2 篇 (P. 89-95,p.96-101) があ る・ 
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